
収益
　経常収益の総額は３８５．２億円であり、前年度に対して７．４
億円（対前年度比：約２％）増加しています。

・運営費交付金収益は、運営費交付金が１％の効率化係数
及び２％の経営改善係数により合わせて３．５億円減少した
のに対し、退職給付費用相当額に対応する収益額の増加に
より、前年度より２．０億円（対前年度比：約１％）減少しており
ます。
・附属病院収益は、病院収入が前年度より増加したことによ
り、前年度より８．９億円（対前年度比：約６％）増加しておりま
す。

当期総利益
・経常収益から経常費用を差し引いた経常利益は１９．３億円
であり、前年度とほぼ同額です。
・当期純利益は経常利益に臨時収益、臨時損失及び目的積
立金取崩額を加減して１９．４億円となり、前年度に対して０．６
億円（対前年度比約３％）減少しております。
・セグメント別の経常利益内訳は附属病院で９．８億円、学部
等で９．６億円です。

費用
経常費用の総額は３６５．８億円であり、前年度に対して８．１億
円（対前年度比：約２％）増加しています。

・人件費は、主に非常勤職員給与の増加により、前年度に対
してより６．５億円（対前年度比：約４％）増加しています。
・物件費（固定資産購入額除く）は、主に改修に伴う修繕費
の増加、病院収入の増加に伴う診療経費の増加により、前年
度に対して１.７億円（対前年度比：約１％）増加しています。

資産の部
　徳島大学の資産総額は１，０３４．２億円であり、前年度に対し
て２４．７億円（対前年度比：約２％）増加しています。
　主な要因は
・現在建設中の附属病院西病棟に係る資産が２０.２億円増加
・現金及び預金が１８．２億円増加
・償却資産の価値の減少（減価償却）などで１５．６億円の減少
です。

負債の部
　負債の総額は４６９．５億円であり、前年度に対して４．０億円
（対前年度比：約１％）増加しています。
　主な要因は
・長期借入金が１７．６億円増加
・未払金が約１１．３億円増加
・国立大学財務・経営センター債務負担金が２２．４億円減少
・寄附金債務が２．９億円減少
です。

純資産の部
　純資産の部の総額は５６４．７億円であり、
前年度に対して２０．７億円（対前年度比：約４％）
増加しています。
　この内訳は、
・資本金 ４６７．４億円（対前年度同額）
・資本剰余金 ４９．２億円（対前年度６．４億円増加）
・目的積立金 ２２．８億円（対前年度９．１億円増加）
・積立金 ５．７億円（対前年度５．７億円増加）
・当期未処分利益 １９．４億円（対前年度０．６億円減少）
です。

    　　　　　　　経常費用 平成18年度 平成19年度  増減

業務費用

　教育経費 17.5 18.1 0.6

　研究経費 19.5  18.8 △0.7

　診療経費 103.6 104.6 1.0

　人件費 184.1 190.6 6.5

　その他 17.7 17.1 △0.6

一般管理費 9.2 10.6 1.4

財務費用 5.7 5.7 0.0

　経常費用合計 357.7 365.8 8.1

臨時損失

　固定資産除却損 0.8 0.5 △0.3

当期総利益 20.0 19.4 △0.6

注）単位未満を切り捨てており、計は必ずしも一致しません。

    単位:億円

経常収益 平成18年度 平成19年度  増減

運営費交付金収益 150.2 148.2 △2.0

学生納付金収益 44.8 45.3 0.5

附属病院収益 141.1 150.0 8.9

その他の収益 41.6 41.6 0.0

経常収益合計 377.8 385.2 7.4

臨時利益

承継余剰金債務戻入 0.6 ー △0.6

徴収不能引当金戻入益 ー 0.1 0.1

目的積立金取崩額 0.2 0.4 0.2

診療経費 29%

研究経費 5%

人件費 51%

その他 5%

教育経費 5%一般管理費 3%
財務費用 2%

経常費用

業務費用
95%

その他の収益 11%

経常収益

運営費交付金収益 38%

学生納付金収益 12%

附属病院収益
 39%

       

資産の部  平成18年度 平成19年度 増減

土地  448.6  448.6  0.0

建物  173.1  174.6  1.5

建物附属設備  84.5  81.3  △3.2

図書  28.5  28.8  0.3

工具器具備品  81.5  67.6  △13.9 

建設仮勘定  9.8  30.0  20.2

現金預金  113.0  131.2  18.2

未収附属病院収入  25.2  26.4  1.2

有価証券  30.0  30.1  0.1

その他  14.9  15.0  0.1

資産合計  1,009.5  1,034.2  24.7

注）単位未満を切り捨てており、計は必ずしも一致しません。

    　　  単位:億円

負債の部  平成18年度 平成19年度 増減

資産見返負債  59.0 59.6 0.6

センター債務負担金 244.4 222.0 △22.4

借入金  30.2 47.8 17.6

未払金  64.7 76.0 11.3

運営費交付金債務 17.5 16.7 △0.8

寄附金債務  43.0 40.1 △2.9

その他  6.3 7.0 0.7

負債合計  465.5 469.5 4.0

純資産の部  平成18年度 平成19年度 増減

資本金  467.4 467.4 0.0

資本剰余金  42.8 49.2 6.4

利益剰余金  33.7 47.9 14.2

純資産合計  544.0 564.7 20.7

負債及び純資産合計 1,009.5 1,034.2 24.7

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

当期総利益

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

億円

７．５ ６．９

２０．０ １９．４

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

経常収益

４００

３９０

３８０

３７０

３６０

３５０

３４０

億円

３５１．７

３６８．４

３７７．８

３８５．２

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

経常費用

４００

３９０

３８０

３７０

３６０

３５０

３４０

億円

３５１．３

３６１．４
３５７．７

３６５．８

費用

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

資産億円

１，０４０

１，０３０

１，０２０

１，０１０

１，０００

９９０

９８０

１，０００.４

９９１.９

１，００９.５

１，０３４．２

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

負債億円

５５０

５３０

５１０

４９０

４７０

４５０

４３０

５２６．９

４６４．１ ４６５．５ ４６９．５

平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 年度

純資産億円

５７０

５５０

５３０

５１０

４９０

４７０

４５０

４７３．５

５２７．７

５４４．０

５６４．７

運
営
状
況

　　
下
の
表
は
、
事
業
年
度
内
に
本
学
が
実

施
し
た
事
業
等
に
よ
り
発
生
し
た
す
べ
て

の
費
用
と
収
益
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
運
営
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
の
側
に
は
教
育
、
研
究
等
の
業
務

別
に
、
収
益
の
側
に
は
国
か
ら
の
交
付
金

や
附
属
病
院
収
入
に
よ
る
収
益
等
を
財
源

別
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
益
、
経
常
費
用
は
、
一
会
計
期

間
の
経
常
的
な
（
正
常
な
状
態
に
お
け

る
）
経
営
活
動
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
に
比
べ
て
７
・
４
億
円
、

８
・
１
億
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

財
務
の
要
点

●
運
営
費
交
付
金
の
一
律
削
減
な
ど
厳
し

い
環
境
の
中
、
附
属
病
院
収
益
の
増
な
ど

の
自
助
努
力
に
努
め
た
結
果
、
収
益
・
費

用
と
も
前
年
度
を
そ
れ
ぞ
れ
７
・
４
億
円
、

8
・1
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

●
そ
の
一
方
で
総
人
件
費
抑
制
策
な
ど
の

国
の
施
策
に
従
い
業
務
運
営
の
効
率
化
に

も
取
り
組
み
、
計
画
的
な
予
算
執
行
と
適

切
な
業
務
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
１
９
・
４
億
円
の
利
益
を
計
上

し
、
繰
越
金
（
目
的
積
立
金
申
請
額
）
は
１

３
・
６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
１９
年
度
は
、
医
学
系
総
合
実
験
研

究
棟
、
総
合
教
育
研
究
棟
（
Ｂ
館
）
の
改
修
、

中
央
診
療
棟
手
術
室
の
増
室
な
ど
環
境
を

整
備
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
現
在
建
設

中
の
附
属
病
院
西
病
棟
が
あ
り
ま
す
。

財
政
状
態

　　
下
の
表
は
、
決
算
日
に
お
け
る
本
学
の

全
て
の
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
を
記
載

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
財
政
状
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
か
ら
本
学
が
平
成
１９
年
度
末
時

点
に
お
い
て
、
借
入
金
等
に
よ
る
４
６
９
・

５
億
円
の
負
債
と
国
か
ら
の
出
資
等
に
よ

る
５
６
４
・
７
億
円
の
純
資
産
を
も
と
に
、

土
地
、
建
物
な
ど
の
資
産
を
用
い
て
教
育
・

研
究
・
診
療
の
業
務
活
動
を
行
っ
て
い
る

構
造
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
医
学
系
総
合
実
験
研
究
棟
、
総
合
教
育

研
究
棟
（
Ｂ
館
）
の
改
修
、
中
央
診
療
棟
手

術
室
の
増
室
な
ど
は
「
建
物
」
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
改
修
に
伴
う
廃
棄
や
減
価

償
却
費
に
よ
る
価
値
の
減
少
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
建
設
中
の
西
病
棟
は
、
「
建
設
仮

勘
定
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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徳
島
大
学
の
平
成
１９
事
業
年
度

決
算
の
概
要
に
つ
い
て

徳 島 大 学 の 　 　 平 成 １ ９ 事 業 年 度

決 算 の 概 要 　 　 に つ い て

は
じ
め
に

  　
徳
島
大
学
の
平
成
１９
事
業
年
度
決
算
が
、
９
月
１０
日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
（
平
成
１６
年
）
４
月
、
本
学
は
他
の
全
て
の
国
立
大
学
と
同
様
法
人
化

し
、
国
か
ら
独
立
し
た
経
営
体
と
し
て
の
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
学
は
、
学
生
の
皆
様
か
ら
の
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
や
患
者
の
皆
様
か
ら
の

附
属
病
院
収
入
な
ど
の
事
業
収
入
の
ほ
か
、
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
や
施
設
費
補
助

金
な
ど
の
財
源
措
置
と
い
っ
た
よ
う
に
、
様
々
な
方
々
の
ご
支
援
を
賜
り
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
学
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
学
生
、
保
護
者
、
同
窓
生
、
地
域
の
皆
様
な
ど
、

広
く
国
民
の
皆
様
に
本
学
の
財
政
状
況
や
運
営
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
法
人

４
年
目
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経常費用・経常収益の構成内訳



■常勤職員の給与

平成１９年度の年間給与額（平均）

　　　　区　　分 人員 平均年齢 
総額

    

    
うち所定内

  うち通勤手当  
うち賞与(人) (歳)

常勤職員 １,４５３ ４４．６ ６,９２６ ４,９９２ ４８ １,９３４

　事務・技術 ３３８ ４３．６ ５,６４９ ４,１００ ６１ １,５４９

　教育職種(大学教員） ７１０ ４７．４ ８,５１２ ６,１０４ ３８ ２,４０８

　医療職種(病院看護師） ３０６ ３８．９ ５,０５７ ３,６７７ ５１ １,３８０

　医療職種(病院医療技術職員） ８５ ４４．７ ５,７５０ ４,１６４ ５８ １,５８６

　その他医療職種(看護師） １
　
　その他医療職種

 １　　　　　(医療技術職員）

　技能・労務職種 １２ ５２．４ ５,１８０ ３,７７２ ５２ １,４０８

●注： その他医療職種（看護師）及び（医療技術職員）については,該当者が１名であるため,
　　　 当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから,人数以外は記載していません。

(千円)

■総人件費について

給与、報酬等支給総額(A)

退職手当支給額(B)

非常勤役職員等給与(C)

福利厚生費(D)

最広義人件費(A+B+C+D)

 １２,８３６,４１５ １３,０８７,１４３ △２５０,７２８ （△１．９） △５３９,６１２ （△４．０）

 １,７7６,８４４ １,７１８,７５８ ５８,０８６ （３．４） ７０５,５６３ （６５．９）

 ３,０５４,９８４ ２,５１６,９６２ ５３８,０２２ （２１．４） ８２８,６３５ （３７．２）

 １,８８６,８８９ １,９１０,７４８ △２３,８５９ （△１．２） ７,２９４ （０．４）

 １９,５５５,１３２ １９,２３３,６１１ ３２１,５２１ （１．７） １,００１,８８０ （５．４）

比較増△減(%)区　　　分
当年度 前年度 中期目標期間開始時

（平成１６年度）からの増△減（平成１９年度） （平成１８年度）

（単位:千円）

■職員と国家公務員及び他の国立大学法人等との給与水準（年額）の比較指標

事務・技術職員   教育職員（大学教員）

対国家公務員（行政職（一）） ８２．５  対国家公務員（平成15年度の教育職（一））  ９５．０

対他の国立大学法人等 ９５．６  対他の国立大学法人等   ９５．１

医療職員（病院看護師）

対国家公務員（医療職（三）） ９２．６

対他の国立大学法人等 ９５．７

[※]

※1： 参考指標（教育職員（大学教員）と平成１５年度の
 国の教育職（一）との比較）

法人の長 １８,６７８ １３,２９６ ５,３８２    ０ 

A理事 １３,３０２ ８,７３６ ３,６５３ ５６４（単身赴任手当）  ３月３１日 
    ３４９（広域異動手当）   

B理事 １４,２６０ １０,１１６ ４,０９５   ４９（通勤手当） 4月1日

C理事 １４,６７５ １０,４２０ ４,２５５     ０

D理事 １４,６７５ １０,４２０ ４,２５５     ０

E理事 １４,６７５ １０,４２０ ４,２５５     ０

A監事 １１,０４８ ７,８４８ ３,１７６   ２４（通勤手当）  ３月３１日 

A監事(非常勤) １,４４０ １,４４０ ０     ０

■役員の報酬等

　役　　名

平成１９年度年間報酬等の総額                                      (千円 ) 就任・退任の状況

報酬(給与) 賞　与 その他（内容） 就　任 退　任
    単位:億円

科目  平成18年度  平成19年度

㈵当期未処分利益

　　当期総利益  20.0  19.4

㈼利益処分額

積立金  5.8  5.8

目的積立金  14.2  （予定）13.6

医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
　
西
病
棟

平
成
２１
年
１０
月
竣
工
予
定

総
合
教
育
研
究
棟
（
Ｂ
館
）
改
修

平
成
２０
年
３
月
竣
工

病
院
中
央
診
療
棟
　
手
術
室
増
室

平
成
１９
年
８
月
竣
工

医
学
系
総
合
実
験
研
究
棟
（
第
㈽
期
）
改
修

平
成
２０
年
３
月
竣
工

は
じ
め
に

　
国
立
大
学
法
人
の
役
職
員
の
報

酬
・
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
国
家
公

務
員
や
民
間
企
業
の
給
与
、
法
人

の
業
務
の
実
績
を
考
慮
し
、
社
会
一

般
の
情
勢
に
適
合
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
、
各
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
支

給
の
基
準
を
定
め
、
総
務
省
の
定
め

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
公
表
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
も

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
は
既
に
公
表
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
誌
に
お
い

て
も
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の

で
す
。

公
表
概
要

　
今
回
、
本
誌
で
公
表
す
る
内
容
は
、

平
成
１
９
年
度
に
支
給
し
た
役
員
及

び
常
勤
職
員
の
報
酬
・
給
与
等
の
状
況
、

常
勤
職
員
の
給
与
水
準
を
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
を
用
い
て
国
家
公
務
員
等
の

給
与
水
準
と
比
較
し
た
指
標
、
ま
た
、

総
人
件
費
に
つ
い
て
示
し
ま
す
。
　
な

お
、
詳
し
く
は
徳
島
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
公
表
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

http
://w

w
w
.tok
u
sh
im
au
.ac.jp

/categ
ory/0010986.htm
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利
益
の
処
分

　
国
立
大
学
法
人
は
、
利
益
の
獲
得
を
目

的
と
は
し
て
お
ら
ず
、
補
助
金
（
運
営
費

交
付
金
）
を
受
け
て
事
業
を
実
施
す
る
法

人
で
あ
る
た
め
、
損
益
均
衡
の
原
理
が
会

計
制
度
の
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
経
費
の
節
減
、
自
己
収
入
の

増
加
な
ど
経
営
努
力
を
行
っ
た
際
に
は
利

益
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
下
の
表
は
、
当
期
未
処
分
利
益
の
処
分

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　
当
期
総
利
益
の
う
ち
文
部
科
学
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
額
に
つ
い
て
は
目
的
積
立

金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、
翌
事
業
年
度

へ
の
繰
り
越
し
及
び
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
平
成
１９
年
度
は
、
当
期
総
利
益
１

９
・
４
億
円
の
う
ち
１
３
・
６
億
円
を
目

的
積
立
金
と
し
て
承
認
申
請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
的
積
立
金
は
、
中
期
計
画
で
定

め
た
使
途
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
本
学

の
中
期
目
標
に
お
い
て
は
「
決
算
に
お
い

て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、
教
育
研

究
の
質
の
向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に

充
て
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
役
職
員
の
報
酬
・
給
与
等
の

水
準
の
公
表
に
つ
い
て
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お
わ
り
に

　
平
成
１９
事
業
年
度
の
徳
島
大
学
は
、
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

競
争
的
資
金
の
獲
得
に
伴
う
研
究
関
連
収
入
の
大
幅
な
増
加
、
病
院

収
入
そ
の
他
の
業
務
収
入
の
増
加
、
業
務
の
効
率
的
な
実
施
に
よ
る

経
費
の
削
減
な
ど
、
経
営
努
力
に
よ
る
利
益
の
ほ
か
に
、
国
立
大
学

法
人
に
お
け
る
固
有
の
会
計
処
理
に
よ
る
非
資
金
的
項
目
も
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
本
学
の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
益
に
つ
い
て

は
、
目
的
積
立
金
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
中

期
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら
効
率
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
徳
島
大
学
の
財
政
基
盤
の
多
く
は
運
営
費
交
付
金
等
の

国
か
ら
の
補
助
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
法
人
化
翌
年
の
平
成
１７

年
度
か
ら
１
％
の
効
率
化
係
数
や
２
％
の
経
営
改
善
係
数
が
か
か
り
、

本
学
の
場
合
、
３
・
５
億
円
が
毎
年
減
額
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
中
期
計
画
期
間
（
平
成
１６
年
度
〜
平
成
２１
年
度
の
６
年

間
）
中
の
財
政
基
盤
が
毎
年
苦
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
本
学
は
「
知
を

創
り
、
地
域
に
生
き
、
世
界
に
羽
ば
た
く
徳
島
大
学
」
と
し
て
、
教

育
・
研
究
・
社
会
貢
献
及
び
診
療
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
今
後
と
も
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
財
務
諸
表
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.to
ku
s
h
im
a
-

u
.a
c
.jp
/a
rtic
le
/0010998 .h

tm
l

徳

島

大

学

の

平

成

１９

事

業

年

度

決

算

の

概

要

に

つ

い

て

施
設
の
整
備

　
平
成
１９
年
度
は
、
医
学
系
総
合
実
験
研
究
棟
、
総
合
教
育
研
究
棟

（
Ｂ
館
）
の
改
修
、
中
央
診
療
棟
手
術
室
の
増
室
な
ど
環
境
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
附
属
病
院
西
病
棟
は
平
成
２１
年
１０
月
竣
工

予
定
で
す
。
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